
「はあとふる・ふくしま」の作成経費の一部として、共同募金配分金
および特別賛助会員の寄付金を使用させていただいております。

　福島市飯坂町で活動するＮＰＯ法人「いい
ざかサポーターズクラブ」は、自然豊かで放
射線量の低い茂庭地区の環境を生かして
「子どもの冒険遊び場」を開設。子どもたち
が安心して外遊びを楽しめる場を提供して
います。 （詳しくは6～7ページで紹介）

今月の
表紙
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業
の
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活
動
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自
然
豊
か
な
冒
険
遊
び
場
で 

思
い
切
り
外
遊
び
！

地
域
の
自
然
を
子
育
て
支
援
に
活
用
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

い
い
ざ
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・「
第
67
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

・「
罪
を
犯
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者
を
地
域
で
支
援
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
」
が

　
開
催
さ
れ
ま
し
た
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集
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56.1取り組んでいる

18.0今後も取り組む予定はない

17.1現在は取り組んでいないが、
今後取り組む予定である

8.1過去に取り組んでいたが、
現在は取り組んでいない

0.7無回答

　
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
動
機
に
つ

い
て
は
、「
地
域
社
会
の
発
展
と
と
も
に
会

社
の
発
展
が
あ
る
」
が
78
・
1
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
利
益
を
社
会
や
地
域
に

還
元
す
る
の
は
当
然
」（
41
・
1
％
）、「
従
業

員
の
モ
ラ
ル
向
上
や
社
内
の
活
性
化
」（
35
・

2
％
）、「
経
営
者
が
積
極
的
」（
35
・
2
％
）

と
続
き
ま
す（
　
　
　
）。
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
発
展

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
益
を
社
会
や
地
域

に
還
元
す
る
の
は
当
然
と
考
え
て
い
る
企
業

　
近
年
、
企
業
に
お
い
て
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、
教
育
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
市

民
と
と
も
に
参
加
し
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も
募
金
活
動
や
被

災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
社
製

品
・
物
資
の
提
供
等
、
幅
広
い
支
援
活
動
が

行
わ
れ
、
企
業
が
持
つ
多
様
な
資
源
は
平

常
時
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
も
大
き
な

「
ち
か
ら
」
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
が
ま
す
ま

す
活
発
と
な
り
、
災
害
時
を
含
め
互
い
の

強
み
を
活
か
し
た
支
援
体
制
を
つ
く
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
社
協
で
は
福
島
県
内
に
事
業
所
を
置
く

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
状
況
や
課
題
等

を
把
握
す
る
「
福
島
県
内
企
業
の
社
会
貢

献
活
動
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

【 

調
査
内
容 

】

●
社
会
貢
献
活
動
の
実
態

（
取
り
組
み
の
有
無
）

●
社
会
貢
献
活
動
の
概
要

（
取
り
組
み
の
内
容
）

●
他
団
体
と
の
連
携

●
今
後
の
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
考
え

方
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
な
ど

【 

対
象 

】
県
内
の
２
，３
６
２
事
業
所

【 

調
査
期
間 

】

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
４
月
20
日
ま
で

【 

回
収
結
果 

】

　
有
効
回
答
率
　
28
・
７
％

（
有
効
回
収
数
６
６
８
件
）

特 集

社会貢献活動（ボランティア活動）に取り組んでいますか

取り組んでいると答えた企業における社会貢献活動の主な分野（複数回答）

表1

表3

表2

幅
広
い
分
野
で
活
か
さ
れ

は
じ
め
た
企
業
の
力

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
回
答
の
あ
っ
た
約
７
割

の
企
業
が「
取
り
組
ん
で
い
る
」、も
し
く
は「
今

後
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
」と
回
答
し
て
お

り
、
非
常
に
多
く
の
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
た
は
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
　
　
　 

）。

約
７
割
が
現
在
ま
た
は
今
後

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
予
定

取
り
組
み
や
す
い
分
野
は
、

「
環
境
保
全
」と「
ま
ち
づ
く
り
」

福
島
県
内
の
社
会
貢
献
活
動

活
性
化
に
向
け
て

動
機
は「
地
域
社
会
の
発
展
と
と
も
に

会
社
の
発
展
が
あ
る
」か
ら
が
最
多

　
自
社
の
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
時
に
も
大
き
な
力
に
な
っ
た
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ

い
て
、
県
社
協
で
は
今
年
４
月
、
県
内
企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か

ら
見
え
て
き
た
の
は
、
地
域
と
共
に
歩
も
う
と
す
る
多
く
の
企
業
の
姿
勢
で
し
た
。

県
内
に
広
が
る
企
業
の
社
会
貢
献
活
動

『
福
島
県
内
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
実
態
調
査
』の
結
果
か
ら

県内に広がる企業の社会貢献活動

41.6環境保全
31.2まちづくり

24.8保健・医療・福祉
22.7災害救援
22.4子どもの健全育成

19.5学術・文化・芸術・スポーツ
16.5地域安全

12.8社会教育
8.0職業能力開発・雇用機会拡充
7.5経済活性化

5.9国際協力
2.9男女共同参画
2.1情報化社会
1.6人権擁護・平和推進
1.6科学技術
1.6消費者保護

6.1分野は限らない
8.5その他

0.5無回答

清掃活動や
地域のイベント協力を

行う企業が
多いようです。

　
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

の
約
４
割
が「
環
境
保
全
」活
動
、約
３
割
が

「
ま
ち
づ
く
り
」を
行
っ
て
い
ま
す（
　
　
　
）。

企
業
に
と
っ
て「
環
境
保
全
」や「
ま
ち
づ
く

り
」は
取
り
組
み
や
す
い
分
野
の
よ
う
で
す
。

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、「
売
上

の
増
加
な
ど
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
」は
２
・

９
％
と
少
な
く
、
本
業
の
利
益
を
動
機
と

し
て
い
る
企
業
は
少
数
で
し
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
継
続
す
る
う
え
で
の

課
題
や
悩
み
に
つ
い
て
は
、「
事
業
所
と
し
て

の
体
制
整
備
（
人
的
・
金
銭
的
・
時
間
的

等
）」
が
46
・
７
％
と
最
も
多
く
、次
い
で

「
特
に
な
い
」（
32
・
３
％
）、「
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
」（
21
・
６
％
）と
続
き

ま
す（
　
　 

）。
多
く
の
企
業
で
事
業
所
の

体
制
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
上
で
連
携
し
た

い
団
体
に
つ
い
て
は
、「
行
政
」
が
37
・
６

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
他
企
業（
同
業

種
）」（
23
・
５
％
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
」（
22
・
１

％
）
と
続
き
ま
す（
　
　
　
）。
社
会
貢
献
活

動
を
よ
り
効
果
的
に
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
た
め
に
、
行
政
や
他
企
業
（
同
業
種
、

異
業
種
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
、
社
協
と
連
携
し

た
い
と
い
う
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
は
、
自
社
製
品

を
活
か
し
た
炊
き
出
し
等
の
活
動
、
専
門
的

な
技
術
を
活
か
し
た
活
動
、
自
社
が
持
つ

施
設
や
機
材
の
提
供
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
奨
励
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
取

得
促
進
）
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
持
つ
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
お
金
・
技
術
を
活
か
し
た
活
動

を
考
え
て
い
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
の
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
が

活
性
化
す
る
た
め
の
方
策
や
提
案
と
し
て

は
、「
他
の
企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

事
例
が
知
り
た
い
」、「
災
害
時
に
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

情
報
提
供
し
て
欲
し
い
」、「
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
欲
し
い
」
等
、
積

極
的
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
地
域

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
な
ど
を
分
析
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
携
・
協
働
し
互
い

の
強
み
を
活
か
せ
る
支
援
体
制
づ
く
り
に

む
け
て
、
今
後
県
社
協
が
で
き
る
こ
と
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

60（％）

（％）

40

40

50

50

30

30

20

20

100

60（％）100

回答数
668件

100806040200

41.1利益を社会や地域に還元するのは当然

28.3市民や行政など外部からの要望

2.9売上の増加など直接的なメリット

2.9従業員や労働組合など内部からの要望

2.4他社が行っている

6.4その他

0.3無回答

社会貢献活動に取り組むに至った経緯、動機（複数回答）

回答数
375件

回答数
375件

地域社会の発展とともに会社の発展がある 78.1

従業員のモラル向上や社内の活性化 35.2
経営者が積極的 35.2

企業イメージアップなど間接的なメリット 30.4

（％）50403020100

社会貢献活動を継続するうえでの課題や悩み（複数回答）

回答数
375件

事業所としての体制整備
（人的・金銭的・時間的等） 46.7

従業員のモチベーション維持 21.6

活動プログラムの立案 10.1

特にない 32.3

その他 4.8

無回答 2.7

（％）50403020100

社会貢献活動を行う上で企業として連携したい団体（複数回答）

回答数
375件

行政

他企業（同業種） 23.5
NPO、NGO、ボランティア、

市民活動団体 22.1

社会福祉協議会 14.9

他企業（異業種） 20.3

特にない 32.3

その他 2.9

無回答 6.7

37.6

表
1

表
3

表
4

表
5

表
2

表4

表5

3 2013.12 22013.12
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56.1取り組んでいる

18.0今後も取り組む予定はない

17.1現在は取り組んでいないが、
今後取り組む予定である

8.1過去に取り組んでいたが、
現在は取り組んでいない

0.7無回答

　
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
動
機
に
つ

い
て
は
、「
地
域
社
会
の
発
展
と
と
も
に
会

社
の
発
展
が
あ
る
」
が
78
・
1
％
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
利
益
を
社
会
や
地
域
に

還
元
す
る
の
は
当
然
」（
41
・
1
％
）、「
従
業

員
の
モ
ラ
ル
向
上
や
社
内
の
活
性
化
」（
35
・

2
％
）、「
経
営
者
が
積
極
的
」（
35
・
2
％
）

と
続
き
ま
す（
　
　
　
）。
社
会
貢
献
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
会
社
の
発
展

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
利
益
を
社
会
や
地
域

に
還
元
す
る
の
は
当
然
と
考
え
て
い
る
企
業

　
近
年
、
企
業
に
お
い
て
は
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
、
教
育
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
多
様
な
分
野
に
市

民
と
と
も
に
参
加
し
社
会
に
貢
献
す
る
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
時
に
も
募
金
活
動
や
被

災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
自
社
製

品
・
物
資
の
提
供
等
、
幅
広
い
支
援
活
動
が

行
わ
れ
、
企
業
が
持
つ
多
様
な
資
源
は
平

常
時
だ
け
で
な
く
、
災
害
時
に
も
大
き
な

「
ち
か
ら
」
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
が
ま
す
ま

す
活
発
と
な
り
、
災
害
時
を
含
め
互
い
の

強
み
を
活
か
し
た
支
援
体
制
を
つ
く
る
た

め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

県
社
協
で
は
福
島
県
内
に
事
業
所
を
置
く

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
状
況
や
課
題
等

を
把
握
す
る
「
福
島
県
内
企
業
の
社
会
貢

献
活
動
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

【 

調
査
内
容 

】

●
社
会
貢
献
活
動
の
実
態

（
取
り
組
み
の
有
無
）

●
社
会
貢
献
活
動
の
概
要

（
取
り
組
み
の
内
容
）

●
他
団
体
と
の
連
携

●
今
後
の
社
会
貢
献
活
動
に
対
す
る
考
え

方
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
な
ど

【 

対
象 

】
県
内
の
２
，３
６
２
事
業
所

【 

調
査
期
間 

】

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
４
月
20
日
ま
で

【 

回
収
結
果 

】

　
有
効
回
答
率
　
28
・
７
％

（
有
効
回
収
数
６
６
８
件
）

特 集

社会貢献活動（ボランティア活動）に取り組んでいますか

取り組んでいると答えた企業における社会貢献活動の主な分野（複数回答）

表1

表3

表2

幅
広
い
分
野
で
活
か
さ
れ

は
じ
め
た
企
業
の
力

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
回
答
の
あ
っ
た
約
７
割

の
企
業
が「
取
り
組
ん
で
い
る
」、も
し
く
は「
今

後
取
り
組
む
予
定
で
あ
る
」と
回
答
し
て
お

り
、
非
常
に
多
く
の
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
た
は
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
　
　
　 

）。

約
７
割
が
現
在
ま
た
は
今
後

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
む
予
定

取
り
組
み
や
す
い
分
野
は
、

「
環
境
保
全
」と「
ま
ち
づ
く
り
」

福
島
県
内
の
社
会
貢
献
活
動

活
性
化
に
向
け
て

動
機
は「
地
域
社
会
の
発
展
と
と
も
に

会
社
の
発
展
が
あ
る
」か
ら
が
最
多

　
自
社
の
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
貢
献
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
時
に
も
大
き
な
力
に
な
っ
た
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ

い
て
、
県
社
協
で
は
今
年
４
月
、
県
内
企
業
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
か

ら
見
え
て
き
た
の
は
、
地
域
と
共
に
歩
も
う
と
す
る
多
く
の
企
業
の
姿
勢
で
し
た
。

県
内
に
広
が
る
企
業
の
社
会
貢
献
活
動

『
福
島
県
内
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
実
態
調
査
』の
結
果
か
ら

県内に広がる企業の社会貢献活動

41.6環境保全
31.2まちづくり

24.8保健・医療・福祉
22.7災害救援
22.4子どもの健全育成

19.5学術・文化・芸術・スポーツ
16.5地域安全

12.8社会教育
8.0職業能力開発・雇用機会拡充
7.5経済活性化

5.9国際協力
2.9男女共同参画
2.1情報化社会
1.6人権擁護・平和推進
1.6科学技術
1.6消費者保護

6.1分野は限らない
8.5その他

0.5無回答

清掃活動や
地域のイベント協力を

行う企業が
多いようです。

　
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

の
約
４
割
が「
環
境
保
全
」活
動
、約
３
割
が

「
ま
ち
づ
く
り
」を
行
っ
て
い
ま
す（
　
　
　
）。

企
業
に
と
っ
て「
環
境
保
全
」や「
ま
ち
づ
く

り
」は
取
り
組
み
や
す
い
分
野
の
よ
う
で
す
。

が
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、「
売
上

の
増
加
な
ど
直
接
的
な
メ
リ
ッ
ト
」は
２
・

９
％
と
少
な
く
、
本
業
の
利
益
を
動
機
と

し
て
い
る
企
業
は
少
数
で
し
た
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
継
続
す
る
う
え
で
の

課
題
や
悩
み
に
つ
い
て
は
、「
事
業
所
と
し
て

の
体
制
整
備
（
人
的
・
金
銭
的
・
時
間
的

等
）」
が
46
・
７
％
と
最
も
多
く
、次
い
で

「
特
に
な
い
」（
32
・
３
％
）、「
従
業
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
」（
21
・
６
％
）と
続
き

ま
す（
　
　 

）。
多
く
の
企
業
で
事
業
所
の

体
制
整
備
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
上
で
連
携
し
た

い
団
体
に
つ
い
て
は
、「
行
政
」
が
37
・
６

％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
「
他
企
業（
同
業

種
）」（
23
・
５
％
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
」（
22
・
１

％
）
と
続
き
ま
す（
　
　
　
）。
社
会
貢
献
活

動
を
よ
り
効
果
的
に
継
続
し
て
実
施
し
て

い
く
た
め
に
、
行
政
や
他
企
業
（
同
業
種
、

異
業
種
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
、
社
協
と
連
携
し

た
い
と
い
う
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
今
後
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
は
、
自
社
製
品

を
活
か
し
た
炊
き
出
し
等
の
活
動
、
専
門
的

な
技
術
を
活
か
し
た
活
動
、
自
社
が
持
つ

施
設
や
機
材
の
提
供
、
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
奨
励
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
取

得
促
進
）
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
持
つ
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
お
金
・
技
術
を
活
か
し
た
活
動

を
考
え
て
い
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
県
内
の
企
業
に
よ
る
社
会
貢
献
活
動
が

活
性
化
す
る
た
め
の
方
策
や
提
案
と
し
て

は
、「
他
の
企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

事
例
が
知
り
た
い
」、「
災
害
時
に
ど
こ
で
ど

の
よ
う
な
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

情
報
提
供
し
て
欲
し
い
」、「
社
会
貢
献
活

動
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
欲
し
い
」
等
、
積

極
的
な
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
企
業
が
社
会
貢
献
活
動
を
推
進
す
る
た

め
に
は
、
活
動
の
目
的
を
明
確
に
し
、
地
域

と
の
関
わ
り
を
持
ち
、
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
な
ど
を
分
析
し
、
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
携
・
協
働
し
互
い

の
強
み
を
活
か
せ
る
支
援
体
制
づ
く
り
に

む
け
て
、
今
後
県
社
協
が
で
き
る
こ
と
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

60（％）

（％）

40

40

50

50

30

30

20

20

100

60（％）100

回答数
668件

100806040200

41.1利益を社会や地域に還元するのは当然

28.3市民や行政など外部からの要望

2.9売上の増加など直接的なメリット

2.9従業員や労働組合など内部からの要望

2.4他社が行っている

6.4その他

0.3無回答

社会貢献活動に取り組むに至った経緯、動機（複数回答）

回答数
375件

回答数
375件

地域社会の発展とともに会社の発展がある 78.1

従業員のモラル向上や社内の活性化 35.2
経営者が積極的 35.2

企業イメージアップなど間接的なメリット 30.4

（％）50403020100

社会貢献活動を継続するうえでの課題や悩み（複数回答）

回答数
375件

事業所としての体制整備
（人的・金銭的・時間的等） 46.7

従業員のモチベーション維持 21.6

活動プログラムの立案 10.1

特にない 32.3

その他 4.8

無回答 2.7

（％）50403020100

社会貢献活動を行う上で企業として連携したい団体（複数回答）

回答数
375件

行政

他企業（同業種） 23.5
NPO、NGO、ボランティア、

市民活動団体 22.1

社会福祉協議会 14.9

他企業（異業種） 20.3

特にない 32.3

その他 2.9

無回答 6.7

37.6

表
1

表
3

表
4

表
5

表
2

表4

表5

3 2013.12 22013.12



段
差
を
解
消
す
る
な
ど
の
改
修
を
頼
ま
れ
、な

る
べ
く
お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
知
恵

を
し
ぼ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
美
馬
社
長
は
「
若
い
世

代
を
巻
き
込
み
な
が
ら
長
く
続
け
た
い
」
と

考
え
て
い
ま
す
。
「
20
〜
30
代
の
社
員
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
地
域
の

活
性
化
、
さ
ら
に
は
若
者
の
定
住
に
も
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
。

　
美
馬
建
設
で
は
、
只
見
の
食
文
化
を
伝
え

る
「
マ
ト
ン
焼
き
肉
」
の
普
及
な
ど
、
他
に

も
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
建
設
業
の
楽
し
さ
は
、「
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
」
と
話
す

美
馬
社
長
。
長
年
、
地
元
企
業
と
し
て
培
っ

て
き
た
目
く
ば
り
気
く
ば
り
の
発
想
力
と
行

動
力
が
、
地
域
づ
く
り
に
も
大
い
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

特 集

す
ず  

き  

か
ず 

ゆ
きみ

　
ま
　の
り
あ
き

と
み  

た   

と
し

ぞ
う

県内に広がる企業の社会貢献活動

　
須
賀
川
市
に
本
社
の
あ
る
セ
ル
ク
ル
は
大

正
９
年
創
業
の
老
舗
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
。

三
代
目
社
長
の
鈴
木
和
幸
さ
ん
は
「
地
域
と

共
に
発
展
し
た
い
」
と
の
思
い
を
込
め
、
７

ら
な
い
、
と
自
然
に
思
い
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。「
災
害
時
で
あ
っ
て
も
、人
が
清

潔
な
衣
類
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
う
の
は
当

然
で
す
。
そ
れ
が
、こ
れ
ま
で
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」。

　
一
方
で
、
事
業
統
括
本
部
長
の
冨
田
俊

三
さ
ん
は
「
無
償
の
洗
濯
は
社
会
貢
献
だ
け

が
目
的
で
は
な
か
っ
た
」
と
も
話
し
ま
す
。

「
震
災
後
、
幸
い
工
場
は
す
ぐ
稼
働
で
き
た

の
に
、
全
く
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
社
は
パ
ー
ト
従
業
員
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
仕
事
が
な
い
と
彼
ら
の
収
入
が
途
絶
え

て
し
ま
い
ま
す
。
従
業
員
を
一
人
た
り
と
も

解
雇
し
な
い
た
め
に
、
資
金
が
続
く
限
り
、

何
で
も
洗
お
う
と
社
長
と
話
し
合
っ
て
決
め

ま
し
た
」
と
冨
田
本
部
長
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
近
く
の
コ
イ
ン
ラ
ン

年
前
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
〝
円
〞
の
意
味
が
あ

る
セ
ル
ク
ル
に
社
名
を
変
更
。
毎
年
、
福

祉
施
設
で
無
償
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
ほ

か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
な

ど
の
地
域
貢
献
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
時
、
須
賀
川
市
最
大
の
避

難
所
と
な
っ
た
須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
は
会
社
の

す
ぐ
近
く
。
セ
ル
ク
ル
で
は
、
着
の
身
着
の

ま
ま
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
肌

着
を
は
じ
め
衣
類
を
無
償
で
洗
濯
し
て
届
け

続
け
ま
し
た
。
鈴
木
社
長
は
、「
あ
の
時
は
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
ら
な
く
て
は
な

県
内
企
業
の
取
り
組
み
事
例

　
実
際
に
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
須
賀
川
市
と
只
見
町
の
企
業
を
取
材
し
ま
し
た
。

ド
リ
ー
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
鈴
木
社
長
は
、
系
列
の

オ
ー
ナ
ー
に
呼
び
か
け
て
避
難
者
に
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
無
料
開
放
し
ま
し
た
。

　
無
償
の
仕
事
が
続
き
、
震
災
後
の
４
月

は
、
売
り
上
げ
が
前
年
度
の
半
分
。
し
か
し

そ
の
後
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
需
要
が
一
気
に

持
ち
直
し
、
平
成
23
年
７
月
決
算
は
黒
字

で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
社
長
は
、「
予
想
も
し
な
い
事
態
に

も
、
会
社
ぐ
る
み
で
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
、
職
員
の
士
気
を
高
め
る
結

果
に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
の
仕
事
が
一
段
落
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
に
、
あ
る
職
員
か
ら
「
こ
の
会
社
に
勤
め

て
い
て
よ
か
っ
た
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、う

れ
し
く
、印
象
深
か
っ
た
と
冨
田
本
部
長
は

話
し
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
働
い
て
い
る
会
社

は
、
職
員
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
地
域
貢
献

し
て
い
る
誇
れ
る
会
社
だ
と
伝
え
ら
れ
た
こ

と
が
、
活
動
の
一
番
大
き
な
意
義
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
」
。

　
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
、
避
難
生
活
者
が

仮
設
住
宅
に
移
っ
た
後
も
、
セ
ル
ク
ル
は
避

難
生
活
者
専
用
の
カ
ー
ド
を
作
り
、
原
価

で
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
提
供
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
社
名
に
込
め
ら
れ
た
理
念
通
り
、

地
域
・
社
員
・
避
難
生
活
を
送
る
人
た
ち

ー
ー
幾
重
も
の
円
を
縁
に
し
な
が
ら
、
セ
ル

ク
ル
は
地
域
貢
献
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

震
災
時
、避
難
所
で
過
ご
す
人
た
ち
の

衣
類
を
無
償
で
洗
濯・集
配

「
こ
の
会
社
に
勤
め
て
よ
か
っ
た
」

地
域
貢
献
で
職
員
の
意
識
が
変
わ
る

「
災
害
時
の
洗
濯
ニ
ー
ズ
が
今
ま
で
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
」と
鈴
木
和
幸
社
長
。「
こ
の
経
験
は
今

後
の
行
政
な
ど
の
災
害
対
策
に
活
か
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
」。

避
難
所
に
通
い
洗
濯
物
の
集
配
を
続
け
た
事
業
統

括
本
部
長
の
冨
田
俊
三
さ
ん
。「
あ
り
が
と
う
」と

涙
す
る
被
災
者
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

セルクルでは試行錯誤の結果、須賀川アリーナなど、各
避難所に設置したカゴに洗濯物を入れておくと洗濯終了
後に送り届ける仕組みをつくりました。

　
只
見
町
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
中

山
間
地
域
で
す
。
約
60
年
前
か
ら
地
元
で

建
築
業
を
営
む
美
馬
建
設
は
、
数
年
前
か

ら
町
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
草
刈
り
な

ど
農
地
の
維
持
管
理
や
遊
休
農
地
で
の
そ
ば

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
建
設
業
は
工
程
に
よ
っ
て
空
き
時
間
が

で
き
ま
す
の
で
、
す
き
間
時
間
を
使
っ
て
本

業
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
農
業
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
」
と
美
馬
典
昭
社
長
。
そ

で
す
」。

　
『
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ャ
ト
ル
』
と
名
づ
け
ら
れ

た
送
迎
車
は
、
12
月
中
旬
か
ら
３
月
ま
で
毎

週
水
曜
の
運
行
。
普
段
は
作
業
員
の
送
迎
に

使
う
ワ
ゴ
ン
車
を
利
用
し
、
車
輌
部
長
が
運

転
手
を
務
め
ま
す
。
利
用
登
録
し
て
い
る
の

は
60
〜
80
代
の
15
人
で
、
午
前
10
時
に
塩
沢

地
区
の
郵
便
局
に
集
合
し
、町
内
の
ス
ー
パ
ー

へ
出
発
。
20
分
ほ
ど
買
い
物
を
し
て
11
時

ご
ろ
に
は
戻
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
解
散
場
所
は
当
初
、
郵
便
局
で
し
た
が
、

ほ
ど
な
く
全
員
自
宅
の
近
く
ま
で
送
っ
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
１
週
間
分
の
食

品
を
抱
え
て
雪
の
な
か
家
ま
で
帰
る
様
子
を

見
た
ら
、
近
く
ま
で
乗
せ
て
い
っ
て
あ
げ

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

困
っ
て
い
る
こ
と
や
我
慢
し
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
な
か
な
か
口
に
出
さ
な
い
。
こ

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
も
っ
と
相
談
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
私
ど
も
で
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
美
馬
社
長
は
話
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
冬
の
除
雪
作
業
。
町
の
助
成
対

象
と
な
ら
な
い
世
帯
で
も
、
高
齢
な
ど
の
事

情
で
雪
か
き
が
で
き
な
い
場
合
、
美
馬
建
設

で
は
実
費
を
い
た
だ
い
て
引
き
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
修
繕
や
ち
ょ
っ
と
し
た

の
活
動
で
地
域
の
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た

の
が
「
買
い
物
弱
者
」
の
問
題
で
す
。

　
金
山
町
に
接
す
る
塩
沢
地
区
は
、
商
店
が

１
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
前
か
ら
移
動
販

売
車
も
来
な
く
な
り
、
買
い
物
の
た
め
の
移

動
手
段
は
主
に
車
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
に

な
る
と
、「
雪
道
の
運
転
に
自
信
が
な
い
」

と
運
転
を
た
め
ら
う
人
が
増
え
て
、
日
常
的

な
買
い
物
に
も
困
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
「
最
初
は
私
が
行
商
を
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
よ
」
と
美
馬
社
長
。
「
で

も
、
す
ぐ
に
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、雪
で
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
よ
り
も
、
皆
さ
ん
に
外
に
出
て
も
ら

う
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
３
年

前
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
へ
送
迎
を
始
め
た
の

買
い
物
弱
者
と
ス
ー
パ
ー
を
結
ぶ

『
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ャ
ト
ル
』

行
政
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

す
き
間
を
埋
め
る
生
活
応
援
隊

「
で
き
る
範
囲
で
無
理
せ
ず
地
域
貢
献
に
取
り
組

み
た
い
」と
美
馬
典
昭
社
長
。「
タ
ク
シ
ー
な
ど
、本

業
の
方
の
邪
魔
を
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
」。

3年目の冬を迎えた『ハッピーシャトル』は、塩沢地区にとってなく
てはならない存在になりました。

遊休農地の活用で始めたそば栽培では、製粉ま
で行います。毎年春、塩沢地区で行われる山菜ま
つりでは、手打ちそばを販売。売上を同地区に寄
付しています。

株
式
会
社
セ
ル
ク
ル

本
社
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須
賀
川
市
影
沼
町
2
4
7

T
E
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０
２
４
８
）7
3‐２
３
３
２
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０
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５
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段
差
を
解
消
す
る
な
ど
の
改
修
を
頼
ま
れ
、な

る
べ
く
お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
と
知
恵

を
し
ぼ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
、
美
馬
社
長
は
「
若
い
世

代
を
巻
き
込
み
な
が
ら
長
く
続
け
た
い
」
と

考
え
て
い
ま
す
。
「
20
〜
30
代
の
社
員
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
新
し
い
ア
イ
デ
ィ

ア
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
が
地
域
の

活
性
化
、
さ
ら
に
は
若
者
の
定
住
に
も
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
い
ま
す
」
。

　
美
馬
建
設
で
は
、
只
見
の
食
文
化
を
伝
え

る
「
マ
ト
ン
焼
き
肉
」
の
普
及
な
ど
、
他
に

も
地
域
を
盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

　
建
設
業
の
楽
し
さ
は
、「
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
も
の
を
作
っ
て
い
く
こ
と
」
と
話
す

美
馬
社
長
。
長
年
、
地
元
企
業
と
し
て
培
っ

て
き
た
目
く
ば
り
気
く
ば
り
の
発
想
力
と
行

動
力
が
、
地
域
づ
く
り
に
も
大
い
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

特 集

す
ず  

き  

か
ず 

ゆ
きみ

　
ま
　の
り
あ
き

と
み  

た   

と
し

ぞ
う

県内に広がる企業の社会貢献活動

　
須
賀
川
市
に
本
社
の
あ
る
セ
ル
ク
ル
は
大

正
９
年
創
業
の
老
舗
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
。

三
代
目
社
長
の
鈴
木
和
幸
さ
ん
は
「
地
域
と

共
に
発
展
し
た
い
」
と
の
思
い
を
込
め
、
７

ら
な
い
、
と
自
然
に
思
い
ま
し
た
」
と
振
り

返
り
ま
す
。「
災
害
時
で
あ
っ
て
も
、人
が
清

潔
な
衣
類
を
身
に
つ
け
た
い
と
思
う
の
は
当

然
で
す
。
そ
れ
が
、こ
れ
ま
で
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」。

　
一
方
で
、
事
業
統
括
本
部
長
の
冨
田
俊

三
さ
ん
は
「
無
償
の
洗
濯
は
社
会
貢
献
だ
け

が
目
的
で
は
な
か
っ
た
」
と
も
話
し
ま
す
。

「
震
災
後
、
幸
い
工
場
は
す
ぐ
稼
働
で
き
た

の
に
、
全
く
仕
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
社
は
パ
ー
ト
従
業
員
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の

で
、
仕
事
が
な
い
と
彼
ら
の
収
入
が
途
絶
え

て
し
ま
い
ま
す
。
従
業
員
を
一
人
た
り
と
も

解
雇
し
な
い
た
め
に
、
資
金
が
続
く
限
り
、

何
で
も
洗
お
う
と
社
長
と
話
し
合
っ
て
決
め

ま
し
た
」
と
冨
田
本
部
長
。

　
さ
ら
に
、
避
難
所
近
く
の
コ
イ
ン
ラ
ン

年
前
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
〝
円
〞
の
意
味
が
あ

る
セ
ル
ク
ル
に
社
名
を
変
更
。
毎
年
、
福

祉
施
設
で
無
償
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
ほ

か
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
な

ど
の
地
域
貢
献
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
時
、
須
賀
川
市
最
大
の
避

難
所
と
な
っ
た
須
賀
川
ア
リ
ー
ナ
は
会
社
の

す
ぐ
近
く
。
セ
ル
ク
ル
で
は
、
着
の
身
着
の

ま
ま
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
肌

着
を
は
じ
め
衣
類
を
無
償
で
洗
濯
し
て
届
け

続
け
ま
し
た
。
鈴
木
社
長
は
、「
あ
の
時
は
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
ら
な
く
て
は
な

県
内
企
業
の
取
り
組
み
事
例

　
実
際
に
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
須
賀
川
市
と
只
見
町
の
企
業
を
取
材
し
ま
し
た
。

ド
リ
ー
に
長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
た
鈴
木
社
長
は
、
系
列
の

オ
ー
ナ
ー
に
呼
び
か
け
て
避
難
者
に
コ
イ

ン
ラ
ン
ド
リ
ー
を
無
料
開
放
し
ま
し
た
。

　
無
償
の
仕
事
が
続
き
、
震
災
後
の
４
月

は
、
売
り
上
げ
が
前
年
度
の
半
分
。
し
か
し

そ
の
後
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
需
要
が
一
気
に

持
ち
直
し
、
平
成
23
年
７
月
決
算
は
黒
字

で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
鈴
木
社
長
は
、「
予
想
も
し
な
い
事
態
に

も
、
会
社
ぐ
る
み
で
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
、
職
員
の
士
気
を
高
め
る
結

果
に
な
っ
た
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
震
災
後
の
仕
事
が
一
段
落
し
た
タ
イ
ミ
ン

グ
に
、
あ
る
職
員
か
ら
「
こ
の
会
社
に
勤
め

て
い
て
よ
か
っ
た
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
、う

れ
し
く
、印
象
深
か
っ
た
と
冨
田
本
部
長
は

話
し
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
働
い
て
い
る
会
社

は
、
職
員
を
大
事
に
し
、
さ
ら
に
地
域
貢
献

し
て
い
る
誇
れ
る
会
社
だ
と
伝
え
ら
れ
た
こ

と
が
、
活
動
の
一
番
大
き
な
意
義
だ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
」
。

　
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
、
避
難
生
活
者
が

仮
設
住
宅
に
移
っ
た
後
も
、
セ
ル
ク
ル
は
避

難
生
活
者
専
用
の
カ
ー
ド
を
作
り
、
原
価

で
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
提
供
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
社
名
に
込
め
ら
れ
た
理
念
通
り
、

地
域
・
社
員
・
避
難
生
活
を
送
る
人
た
ち

ー
ー
幾
重
も
の
円
を
縁
に
し
な
が
ら
、
セ
ル

ク
ル
は
地
域
貢
献
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

震
災
時
、避
難
所
で
過
ご
す
人
た
ち
の

衣
類
を
無
償
で
洗
濯・集
配

「
こ
の
会
社
に
勤
め
て
よ
か
っ
た
」

地
域
貢
献
で
職
員
の
意
識
が
変
わ
る

「
災
害
時
の
洗
濯
ニ
ー
ズ
が
今
ま
で
は
想
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
」と
鈴
木
和
幸
社
長
。「
こ
の
経
験
は
今

後
の
行
政
な
ど
の
災
害
対
策
に
活
か
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
」。

避
難
所
に
通
い
洗
濯
物
の
集
配
を
続
け
た
事
業
統

括
本
部
長
の
冨
田
俊
三
さ
ん
。「
あ
り
が
と
う
」と

涙
す
る
被
災
者
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
な
い
そ
う
で
す
。

セルクルでは試行錯誤の結果、須賀川アリーナなど、各
避難所に設置したカゴに洗濯物を入れておくと洗濯終了
後に送り届ける仕組みをつくりました。

　
只
見
町
は
、
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
中

山
間
地
域
で
す
。
約
60
年
前
か
ら
地
元
で

建
築
業
を
営
む
美
馬
建
設
は
、
数
年
前
か

ら
町
の
人
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
草
刈
り
な

ど
農
地
の
維
持
管
理
や
遊
休
農
地
で
の
そ
ば

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
建
設
業
は
工
程
に
よ
っ
て
空
き
時
間
が

で
き
ま
す
の
で
、
す
き
間
時
間
を
使
っ
て
本

業
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
農
業
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
」
と
美
馬
典
昭
社
長
。
そ

で
す
」。

　
『
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ャ
ト
ル
』
と
名
づ
け
ら
れ

た
送
迎
車
は
、
12
月
中
旬
か
ら
３
月
ま
で
毎

週
水
曜
の
運
行
。
普
段
は
作
業
員
の
送
迎
に

使
う
ワ
ゴ
ン
車
を
利
用
し
、
車
輌
部
長
が
運

転
手
を
務
め
ま
す
。
利
用
登
録
し
て
い
る
の

は
60
〜
80
代
の
15
人
で
、
午
前
10
時
に
塩
沢

地
区
の
郵
便
局
に
集
合
し
、町
内
の
ス
ー
パ
ー

へ
出
発
。
20
分
ほ
ど
買
い
物
を
し
て
11
時

ご
ろ
に
は
戻
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　
解
散
場
所
は
当
初
、
郵
便
局
で
し
た
が
、

ほ
ど
な
く
全
員
自
宅
の
近
く
ま
で
送
っ
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
「
１
週
間
分
の
食

品
を
抱
え
て
雪
の
な
か
家
ま
で
帰
る
様
子
を

見
た
ら
、
近
く
ま
で
乗
せ
て
い
っ
て
あ
げ

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

困
っ
て
い
る
こ
と
や
我
慢
し
て
い
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
な
か
な
か
口
に
出
さ
な
い
。
こ

の
活
動
を
き
っ
か
け
に
も
っ
と
相
談
し
て

も
ら
え
れ
ば
、
私
ど
も
で
お
手
伝
い
で
き

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
」
と
美
馬
社
長
は
話
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
冬
の
除
雪
作
業
。
町
の
助
成
対

象
と
な
ら
な
い
世
帯
で
も
、
高
齢
な
ど
の
事

情
で
雪
か
き
が
で
き
な
い
場
合
、
美
馬
建
設

で
は
実
費
を
い
た
だ
い
て
引
き
受
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
家
屋
の
修
繕
や
ち
ょ
っ
と
し
た

の
活
動
で
地
域
の
課
題
と
し
て
見
え
て
き
た

の
が
「
買
い
物
弱
者
」
の
問
題
で
す
。

　
金
山
町
に
接
す
る
塩
沢
地
区
は
、
商
店
が

１
軒
も
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
前
か
ら
移
動
販

売
車
も
来
な
く
な
り
、
買
い
物
の
た
め
の
移

動
手
段
は
主
に
車
で
す
。
し
か
し
、
高
齢
に

な
る
と
、「
雪
道
の
運
転
に
自
信
が
な
い
」

と
運
転
を
た
め
ら
う
人
が
増
え
て
、
日
常
的

な
買
い
物
に
も
困
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
「
最
初
は
私
が
行
商
を
し
て
み
よ
う
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
よ
」
と
美
馬
社
長
。
「
で

も
、
す
ぐ
に
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、雪
で
閉
じ
こ
も
っ

て
い
る
よ
り
も
、
皆
さ
ん
に
外
に
出
て
も
ら

う
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
３
年

前
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
へ
送
迎
を
始
め
た
の

買
い
物
弱
者
と
ス
ー
パ
ー
を
結
ぶ

『
ハ
ッ
ピ
ー
シ
ャ
ト
ル
』

行
政
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

す
き
間
を
埋
め
る
生
活
応
援
隊

「
で
き
る
範
囲
で
無
理
せ
ず
地
域
貢
献
に
取
り
組

み
た
い
」と
美
馬
典
昭
社
長
。「
タ
ク
シ
ー
な
ど
、本

業
の
方
の
邪
魔
を
し
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
」。

3年目の冬を迎えた『ハッピーシャトル』は、塩沢地区にとってなく
てはならない存在になりました。

遊休農地の活用で始めたそば栽培では、製粉ま
で行います。毎年春、塩沢地区で行われる山菜ま
つりでは、手打ちそばを販売。売上を同地区に寄
付しています。

株
式
会
社
セ
ル
ク
ル

本
社
：
須
賀
川
市
影
沼
町
2
4
7

T
E
L（
０
２
４
８
）7
3‐２
３
３
２

  

●
文
化
活
動

  

●
無
償
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
　
他

須賀川市

主な
取り組み美

馬
建
設
株
式
会
社

本
社
：
只
見
町
大
字
只
見
字
原
６
１
０

T
E
L（
０
２
４
１
）8
2‐２
１
５
５

  

●
遊
休
農
地
の
活
用

  

●
買
い
物
支
援
　
他

只見町

主な
取り組み

すず  き  　かず ゆき
株式会社 セルクル
鈴木 和幸 社長

み　 ま　 のり あき
美馬建設 株式会社
美馬 典昭 社長

とみ  た  　とし ぞう
株式会社 セルクル

冨田 俊三 事業統括本部長

5 2013.12 42013.12
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福島市

地
域
を
元
気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
、
動
き
出
し
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
ク

ラ
ブ
理
事
長
の
藤ふ

じ
原わ
ら
純じ
ゅ
んさ
ん
で
す
。

　
平
成
24
年
、
Ｊ
Ｔ（
日
本
た
ば
こ
産
業
株

式
会
社
）に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
事
業
に
応
募

し
、
１
年
間
に
わ
た
っ
て
「
大
好
き
ふ
く
し

ま
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。
福

島
市
内
の
親
子
を
対
象
に
、
ダ
ム
湖
で
の
カ

ヤ
ッ
ク
体
験
や
、
地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協

力
に
よ
る
そ
ば
打
ち
体
験
を
実
施
し
、
好
評

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
後
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
た
い
と
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
で
お
付
き
合
い
の
あ
っ

た
武
蔵
野
美
術
大
学
・
齋さ
い
藤と
う
啓け
い
子こ

教
授
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
冒
険

遊
び
場
づ
く
り
協
会
」
の
「
冒
険
遊
び
場
」

と
い
う
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
冒
険
遊
び
場
は
、
子
ど
も
た
ち

が
心
か
ら
楽
し
め
る
自
然
の
中
で
の
遊
び

を
通
じ
て
、
自
主
性
や
自
分
ら
し
さ
を
育
て

　
文
部
科
学
省
が
昨
年
実
施
し
た
学
校
保
健

統
計
調
査
に
よ
る
と
、
福
島
県
で
は
肥
満
傾

向
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
大
き
く
増
え
て
い

ま
す
。
全
国
の
５
〜
17
歳
（
全
13
学
年
）
に

つ
い
て
調
査
し
た
結
果
で
は
、
福
島
県
の
全

学
年
で
肥
満
傾
向
児
の
割
合
が
全
国
平
均
を

上
回
っ
た
ほ
か
、
13
学
年
中
７
学
年
が
全
国

で
最
も
高
い
肥
満
傾
向
を
示
し
ま
し
た
。
震

災
後
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
へ
の

不
安
か
ら
屋
外
活
動
を
制
限
さ
れ
、
運
動
不

足
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
よ

う
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
べ
く
、

現
在
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
遊
び
場
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
福
島
市
飯
坂
町
の
活
性
化
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人「
い
い
ざ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

も
、
そ
ん
な
団
体
の
１
つ
で
す
。「
飯
坂
町

の
茂
庭
地
区
に
は
、
国
土
交
通
省
直
轄
の
摺

上
川
ダ
ム
が
あ
り
、
周
辺
に
は
緑
豊
か
な
公

園
や
温
泉
施
設
な
ど
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

茂
庭
地
区
の
放
射
線
量
が
他
の
地
域
に
比
べ

て
低
い
こ
と
が
調
査
に
よ
っ
て
分
か
り
、
茂

庭
を
拠
点
に
自
然
や
文
化
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
行
え
ば
、
風
評
被
害
を
払
拭
し
な
が
ら

「当初13人だったクラブの会
員は、現在約50人。飯坂の素
晴らしさを今後も発信していき
たい」と、理事長の藤原純さん。

自然豊かな冒険遊び場で 思い切り外遊び！
地域の自然を子育て支援に活用するＮＰＯ法人 いいざかサポーターズクラブ

ふくし
 負けん！

明
日
へ
の
一
歩

ふ
く
し
ま

あ
　
　
し
　
　
た

NPO法人いいざか
サポーターズクラブ
〒960-0201

福島市飯坂町字湯沢26番地
TEL(024)529-6125

http://iizakasupporters.com/

取材協力

　
福
島
市
の
飯
坂
温
泉
を
拠
点
に
、
飯
坂
町
の
活
性
化
を
目
指
し
て
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
い
い
ざ
か
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
地
元
の
若
手
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
平

成
21
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
８
月
に
開
設
し
た
「
冒
険
遊
び
場
」
は
、
地
元
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
外
遊
び
を
楽
し
め
る
場
と
し
て
好
評
で
す
。

ＮＰＯ法人いいざかサポーターズクラブが運営する「子どもの冒険遊び場 in 茂庭」は、安心して外遊びができると好評の
遊び場。飯坂小学校の５年生が総合的な学習の一環で遊び場を訪れると、楽しそうな笑い声が響きわたっていました。

自
然
を
生
か
し
て
子
育
て
支
援

福
島
ら
し
い
遊
び
場
づ
く
り
へ
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な
行
為
は
止
め
さ
せ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

子
ど
も
た
ち
の
自
由
で
す
。
あ
る
程
度
任
せ

た
方
が
、
子
ど
も
た
ち
の
や
る
気
を
引
き
出

せ
ま
す
。
そ
の
時
や
り
た
い
遊
び
を
思
う
存

分
や
り
き
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
佐
藤
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

　
遊
び
場
は
無
料
で
利
用
で
き
、
開
設
時
間

内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
来
て
も
い
つ
帰
っ
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５

歳
児
か
ら
小
学
校
高
学
年
ま
で
の
子
ど
も
た

ち
の
姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
多
い
時
に
は
、

合
計
30
人
も
の
親
子
が
集
ま
る
そ
う
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
向
け
の
屋
内
遊
び
場
が
増
え

る
一
方
、
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
に
適

し
た
遊
び
場
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
そ
の
受

け
皿
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
遊
び
場
の
放
射
線
量
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。
正
確
な
数
値
を
得
る

た
め
に
、
環
境
省
と
県
が
共
同
で
福
島
市
に

開
館
し
た
「
除
染
情
報
プ
ラ
ザ
」
に
依
頼
し
、

専
門
家
チ
ー
ム
に
測
定
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

10
月
24
日
現
在
の
空
間
線
量
は
、
0・
12
〜

0・21
μ
S
v
/
h
で
す
。

　
ま
た
、
遊
び
場
の
運
営
に
は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
ダ
ム
の
近
く
で
遊
び
場
を
開
設
す
る

許
可
を
も
ら
え
る
よ
う
摺
上
川
ダ
ム
管
理
所

に
お
願
い
し
た
際
は
、「
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
な
ら
ば
」
と
、
管
理
す
る
敷
地
を
快

く
貸
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
工
作
に
使
用

す
る
木
材
は
、
地
元
の
材
木
店
が
端
材
を
提

供
。
竹
は
、
知
人
の
所
有
す
る
竹
や
ぶ
へ
ス

タ
ッ
フ
自
ら
切
り
出
し
に
行
く
の
だ
と
か
。

福
島
大
学
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
学
生
も
い
ま

す
。「
人
と
自
然
、
両
方
に
支
え
ら
れ
て
い

る
手
作
り
の
遊
び
場
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
佐
藤
さ
ん
。
茂
庭
な
ら
で
は
の
魅
力
を
活

用
し
た
遊
び
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

る
場
で
す
。
自
然
豊
か
な
福
島
に
住
み
な
が

ら
、
外
遊
び
を
制
限
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
、
安
心
し
て
遊
べ
る
場
を
私
た

ち
の
手
で
作
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
、
藤

原
さ
ん
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

　
冒
険
遊
び
場
の
開
設
へ
向
け
て
、
ク
ラ
ブ

事
務
局
の
佐さ

藤と
う
耕こ
う
平へ
い
さ
ん
は
、
今
年
５
月
に

県
が
主
催
し
た
「
日
本
冒
険
遊
び
場
づ
く
り

協
会
」
の
講
演
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
子
ど
も
の
冒
険
ひ
ろ
ば
設
置
モ
デ

ル
業
務
」
の
委
託
先
を
県
が
募
集
し
て
い
る

と
知
り
、「
子
ど
も
の
冒
険
遊
び
場
in
茂
庭
」

を
提
案
。
見
事
採
用
が
決
ま
り
、
８
月
か
ら

運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
冒
険
遊
び
場
in
茂
庭
」
は
、

摺
上
川
ダ
ム
の
下
流
域
に
広
が
る
空
き
地
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
木
立
と
竹
材
を
組
み
合

わ
せ
た
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
が
常
設
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
ロ
ー
プ
を
編
ん
だ
ネ
ッ
ト
状
の
ハ
ン

モ
ッ
ク
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。「
遊
具
で

遊
ん
で
も
良
い
し
、
木
や
竹
を
使
っ
た
工
作

に
挑
戦
し
て
も
良
い
。
人
を
傷
つ
け
る
よ
う

「冒険遊び場では、遊びの準備
も子どもたちに任せるので、想
像力や判断力が養われます」
と、事務局の佐藤耕平さん。

子どもたちが発案した「竹渡り」は、シンプルな面
白さが人気。渡りきる人はめったにいないため、悔
しがりながらも何度も挑戦する姿が見られました。

スタッフ手作りの「ロープネット・ハンモック」。
寝そべったり飛び跳ねたり、次々と遊び方を見
つけていく子どもたちは、まさに遊びの天才です。

自
由
な
発
想
で
い
き
い
き
と

遊
び
を
思
い
切
り
楽
し
む
場

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
遊
び
を

地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト

「近所にこういう場所がないので、普段は外で
遊ぶことがなくて･･･」と話す児童も、ここで
は大はしゃぎで遊具に駆け寄っていました。

遊び場の開設時間は、
ホームページでお知らせしています。

竹や木で
工作もできます



福祉ワード
手話通訳士

今回は

社会福祉法人全国社会福祉協議会　中央福祉学院
TEL（046)858-1355　FAX（046)858-1356　http://www.gakuin.gr.jp/

お問い合わせ

ふ く し インフォメーション

手話通訳士とは？Q

手話通訳士はどのようなところで
活躍していますか？

Q

手話通訳士の資格はどのように
取得するのですか？

Q

職種編

【監修：社団法人福島県聴覚障害者協会　会長　吉田 正勝氏】

社会福祉士養成通信課程（短期・一般課程）のご案内 社会福祉主事資格認定通信課程
（春期コース）のご案内

社会福祉施設・事業所に勤務されている職員を対象に、
通信課程の受講者を募集しています。

❶民間社会福祉事業に従事していること　❷受講
期間中、申し込み時の所属法人に勤務しているこ
と　❸受講について所属長の承認が得られること
平成26年4月より1年間
自宅学習によるレポート作成（16科目）、
面接授業（5日間）、修了テスト
87,400 円（テキスト・教材費、面接授業料等を含む）
平成26年1月31日(金)
受講案内及び申込書を中央福祉学院ホームページ
よりダウンロードできます。なお、申込者は受講者
が勤務する施設・団体の所属長となります。

受講資格

受講期間
学習内容

受講資格

受講期間

申込締切

申込方法

申込締切
申込方法

受講料

受講料

　手話通訳士は、相互の意思伝

達が困難な人々の間のコミュ

ニケーションを手話を用いて仲

介する人です。実際の通訳場面

では、両者の意見や立場を知り

得る唯一の人として重要な役

割を担っています。

　手話を用いて聴覚障がい者と聴覚障がいを持たない
者とのコミュニケーションの仲介・伝達等を図る専門家
です。手話通訳士には、公正な態度や、さまざまなことを
理解する知識および高い通訳技術が求められます。

　資格がなくても手話通訳を行うことはできますが、裁
判や政見放送の手話通訳は手話通訳士の資格がなけれ
ばできません。最近では、行政機関の窓口に設置する手
話通訳者を募集するときに、手話通訳士有資格を条件に
しているところも増えてきています。また、地域の手話通
訳者の派遣事務所では、司法場面など通訳現場の内容に
応じて派遣することにより、手話通訳者の設置を手話通
訳士有資格者としているところもあります。

　厚生労働大臣が認定した「社会福祉法人聴力障害者
情報文化センター」実施の「手話通訳技能認定試験（手
話通訳士試験）」（受験資格は20歳以上の者）に合格し、
手話通訳士として登録を行うことが必要です。
　また、手話通訳の養成機関として、各人がお住まいの
都道府県や市町村が実施している手話通訳者養成講座
があります。他に国立身体障害者リハビリテーションセ
ンター学院、世田谷福祉専門学校、日本福祉教育専門学
校等の専門学校があります。

入学選考料
授業料 ※テキスト代含む
実習指導料 ※実習要履修者のみ

5,000円 ※ただし、免除になる条件有
短期養成コース 一般養成コース

185,000円
185,000円

260,200円
185,000円

社会福祉士の国家試験を受験するためには、まず受験資格を取得す
る必要があります。全国社会福祉協議会中央福祉学院では、短期養成
コース、一般養成コースの2つのコースにより、社会福祉士国家試験
の受験資格を取得することができます。

短期養成コース　◎社会福祉主事養成機関修了後、2年の相談援助
実務経験がある方　◎福祉系大学・短大・専門学校を卒業（基礎科
目履修）した方　一般養成コース　◎大学・短大・専門学校を卒業し
た方　◎4年の相談援助実務経験がある方（詳細は入学案内参照）
短期養成コース　平成26年4月1日～平成27年1月31日（10カ月間 
一般養成コース　平成26年4月1日～平成27年10月31日
 （1年7カ月間）

第2次募集  平成26年1月10日（金）【必着】
※定員に達し次第締切

受講案内及び申込書を中央福祉学院
ホームページよりダウンロードできます。

）
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「罪を犯した高齢者・障がい者を地域で支援するためのセミナー」が
開催されました

「第67回福島県社会福祉大会」が開催されました

　罪を犯した高齢者・障がい者が矯正施設を退所した後
の地域生活の支援を図るため、平成21年から地域生活
定着支援センター（以下、センターという）の設置が全国
で始まりました。本県においては、県社協が県からの委
託を受けて、平成24年3月にセンターを開所しました。
　司法と福祉の連携という新たな取り組みは、日々手
探り状態による実践の積み重ねである中、専門支援の
スキルアップや広域的なネットワークにおける連携が
必要になっています。

　そこで、10月28
日(月)県社協等が
主催となり、障がい
者相談支援事業
所・市町村行政・弁
護士等218名の参
加を得て、本セン
ター事業の啓発と
専門的知識・技術
習得を目的に、標記
セミナーが開催さ
れました。

　はじめに「なぜ、日本の刑務所で高齢者・障がい者が増
えているのか」と題して龍谷大学法科大学院 浜井浩一教
授による基調講演が行われました。犯罪自体は減少傾向
にある中、高齢者の犯罪が増加傾向にあり、このことは先
進諸国においては稀です。その背景には、高齢者の孤立
化や貧困等が理由として挙げられます。そして、受刑者や
障がい者を施設から解放し、地域で支え合いながら共に
生きていこうとするイタリアの取り組みが紹介されました。
　また、福島大学 新村繁文教授をコーディネーターとし
た「取り組み報告」では、センター及び障がい者相談支援
事業所の立場から、本センター事業の課題や実践事例に
ついての報告がありました。そこでは、罪を犯した障がい
者等の背景を関係機関（者）が十分に理解し、チームを組
み支援すること
で、「生きにく
さ」をもった方
がその人らしく
生活することに
つながると参加
者全員で認識し
ました。

　第67回福島県社会福祉大会が11月15日(金)、リ
ニューアルオープンした相馬市民会館で開催され、社会
福祉関係者約1,000人が一堂に会しました。
　はじめの記念講演では、福島大学人間発達文化学類の
白石豊教授に『しなやかな体、タフな心　～アンチ・エイ
ジングヨーガのすすめ～』と題し、講演していただきまし
た。白石教授はヨーガの効果や誰にでも簡単にできる
ヨーガなど、映像を用いながらお話しくださいました。

　式典では、県知事感謝状の表彰者66名、大会会長表
彰・感謝状の表彰者10団体344名、赤い羽根共募運動

スローガン表彰者6名の方々に、表彰状及び感謝状が授
与されました。
　また今回で21回目となる瓜生岩子賞は、社会福祉法人
青葉学園園長の神戸信行さんと、里親として長年子ども
たちを養育されてきた幕田好三さん・由美子さんご夫妻
が受賞されました。
　その後、大会宣言において、今後も私たち社会福祉関係
者が、県民の理解と参加・協力のもと、より一層の被災
者支援と誰もが安心して暮らすことのできる福祉社会の
実現に努めていくことを参加者全員で誓い、来年福島市
で開催予定の第68回大会に引き継ぐこととなりました。

基調講演する浜井浩一氏 「取り組み報告」の様子

今年は相馬市での開催福島大学白石豊教授による記念講演
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　会津盆地の中心に位置し、「会津のへそ」とも言われ
る湯川村。湯川村社協では高齢者から子どもまでが「福
祉の中心」となる事業の展開を目指しています。

湯川村
社会福祉協議会

エリア情報
職員総数：13名
（事務局・デイサービス・居宅介護
支援・地域包括支援センター）
〒969-3544 
河沼郡湯川村大字清水田字川入8
高齢者コミュニティセンター内
TEL・FAX (0241)27-8890

人口：3,215人
世帯数：934世帯
高齢化率（※）：30.4％
※65歳以上の高齢者人口が
　全人口に占める割合

（平成25年10月1日現在）

ゆ がわ むら

〝
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る

  

村
づ
く
り
〞の
た
め
に

小
さ
く
も
大
き
な
福
祉
を

展
開
し
て
い
く

湯川村

　
湯
川
村
は
県
内
で
最
も
面
積
の
小
さ

な
市
町
村
で
す
。「
湯
川
村
社
協
で
は

〝
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
村
づ
く
り
〞

を
第
1
の
重
点
事
業
と
し
て
掲
げ
、高

齢
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、ど
の
世
代
に

お
い
て
も
充
実
し
た
福
祉
を
目
指
し
て

い
ま
す
」と
兼
子
康
弘
事
務
局
長
。

　
と
は
言
え
、社
協
が
ど
ん
な
組
織
で

あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
方
も
、若
い
世

代
に
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で

今
年
7
月
に
湯
川
村
社
協
が
主
催
し

た
防
災
訓
練
で
は
、消
防
署
の
方
を
講

師
に
迎
え
て
の
講
座
や
実
技
指
導
を
行

う
と
と
も
に
、社
協
の
立
場
と
役
割
に

つ
い
て
の
周
知
も
図
り
ま
し
た
。「
村
民

の
方
と
の
直
接
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
、小
学
生
に
も
社
協
を
知
っ
て
い
た
だ

く
機
会
に
な
っ
た
は
ず
」と
兼
子
事
務

局
長
は
話
し
ま
す
。

　
現
在
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
地
区
に
出
向
き
、「
認
知
症
を

流
支
援
で
は
、「
逆
に
今
の
遊
び
を
教
え

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、心
の
元
気
に

結
び
つ
い
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

　
村
民
に
対
し
て
は
、民
生・児
童
委

員
、保
護
司
、人
権
擁
護
委
員
な
ど
が

相
談
を
受
け
る
心
配
ご
と
相
談
事
業

や
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
日
常

生
活
を
支
援
す
る
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
と
い
っ
た
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す

が
、利
用
者
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
社
協
が
皆
さ
ん
の
福
祉
を
支
え
る
身

近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
浸
透
さ
せ
つ

つ
、事
業
の
活
発
化
を
図
り
た
い
。そ
し

て
社
協
と
い
っ
た
ら
湯
川
村
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
努
め
ま
す
」と
兼
子
事
務
局

長
。
湯
川

村
社
協
は

小
さ
く
も

大
き
な
福

祉
に
向
け

て
前
進
し

て
い
ま
す
。

「若い方に積極的に各種講座に参加
してもらい、社協を発信する機会と
したい」と兼子康弘事務局長。

「事務局は二人体制のため幅広い対
応が求められますが、他の社協とも
連携していければ」と鈴木次郎さん。

や
す
ひ
ろ

か
ね 

こ

す
ず 

き

じ 

ろ
う

学
ぶ
教
室
」を
展
開
中
で
す
。「
こ
れ
ら
を

活
用
し
な
が
ら
社
協
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、〝
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
村
〞に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
湯
川
村
社
協
の
第
2
の
重
点
事
業

は
、災
害
に
備
え
た
体
制
の
整
備
で
す
。

「
東
日
本
大
震
災
時
、湯
川
村
に
は
相

双
地
区
か
ら
1
６
0
人
ほ
ど
が
避
難

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、大
勢
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て

お
ら
ず
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き

か
苦
心
し
ま
し
た
。今
後
、村
の
防
災

計
画
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
方

を
見
直
し
て
い
け
れ
ば
」と
兼
子
事
務

局
長
は
見
据
え
ま
す
。

　
湯
川
村
社
協
が
運
営
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
は
、こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

が
中
心
で
し
た
。4
年
前
か
ら
は
保
健

師
を
交
え
た
体
力
測
定
会
を
年
2
回

実
施
し
、握
力
測
定
、開
眼
片
足
立
ち

な
ど
で
自
分
の
体
力
を
確
認
し
て
、体

力
の
維
持・向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

「
以
前
の
自
分
や
友
達
の
記
録
と
比
べ

合
う
こ
と
で
、良
い
励
み
に
な
る
よ
う

で
す
」と
事
務
員
の
鈴
木
次
郎
さ
ん
。ま

た
、老
人
ク
ラ
ブ
が
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
お
手
玉
や
あ
や
と

り
な
ど
昔
の
遊
び
を
教
え
る
子
育
て
交

1 2 防災訓練で講座を受ける村民の皆さん。デイサービス利用者への支援の仕方も実技
で学んでもらいました。 3 上体起こしや障害物歩行などを行う老人クラブの体力測定会。
さて結果は？4老人クラブの子育て交流支援。輪投げなど昔の遊びで交流しました。

1 2
3 4

湯川村社協の皆さん。
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で

施設発

人気
メニュー
人気
メニュー

みんな大好き！

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
保
育
園
（
福
島
市
）

ア
レ
ン
ジ
は
自
由
自
在

卵
を
使
わ
な
い
パ
ン
ケ
ー
キ

　
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
園
児
に
も
、
み
ん
な
と
同
じ
お

や
つ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
卵
を
使
わ
な
い
パ

ン
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
好
評
で
し
た
。
昨

年
新
し
く
登
場
し
た
メ
ニュ
ー
で
す
が
、
今
で
は
月
に
１

〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、日
々
の
お
や
つ
メ
ニュ
ー
に
加
わ
っ

て
い
ま
す
。

　
具
を
ツ
ナ
や
コ
ー
ン
か
ら
ウ
イ
ン
ナ
ー（
輪
切
り
）に

変
え
て
作
る
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
パ
ン
ケ
ー
キ
も
人
気
で
す
。

ホットケーキミックス…150g
ツナ缶…1缶（70g）
粒コーン…1缶程度（155g）
塩…少々（2g）
水…50cc

〈作り方〉
❶ オーブンを180℃に予熱しておきます。
❷ ホットケーキミックスに、軽く油を切ったツナ、
汁を切ったコーン、塩を入れて混ぜ合わせます。

❸ ②に水を加え、混ぜ合わせます。
❹ ③をアルミカップに入れて、180℃のオーブン
で約20～25分焼きます。

❺ ④に串をさして生地が串についてこなければ、
できあがり。

〈材料〉
（9号アルミカップ 6個分）

■ツナとコーンのパンケーキ

※ ホットケーキミックスは、卵が含まれている製品もあります。
原材料の表示を確認してご使用ください。

※ ツナやコーンなど具材の量はお好みで調整してください。
※ 焼き時間や温度は、利用するオーブンにあわせて調整し
てください。

〒960-8141福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター内）　
TEL（024）522-0822　FAX（024）528-1234
●メールアドレス　akaihane@axel.ocn.ne.jp
●ホームページ　http://www8.ocn.ne.jp/̃akaihane/　  

赤い羽根共同募金ふくしま 検索

社会福祉法人福島県共同募金会

平成25年度歳末たすけあい運動が12月1日から始まりました！

　「みんなでささえあうあったかい地域づくり」をスローガンに掲げ、
今年度も共同募金運動の一環として 12 月 1 日から 12 月 31 日までの
1カ月間、歳末たすけあい運動を実施しています。
　ボランティアや民生委員･児童委員、社会福祉施設、社会福祉協議会
などの関係機関・団体の協力を得て、新しい年を迎える時期に支援を必
要とされている方々が地域で安心して暮らすことができるよう、住民の
皆様のご支援とご協力によって多様な福祉活動が展開されます。
　皆様からお寄せいただいた寄付金は、例えば一人暮らし高齢者の方へ
のおせち料理の配食や除雪サービス、その他の地域福祉サービス事業な
ど、皆様方がお住まいの地域に密着した様々な事業に活用されます。
　共同募金は自主性を大切にしている募金です。ご自身の可能な範囲で
のご支援とご協力をお願いいたします。

　県内の住民の皆さんの支え合い・助け合いを支援することを目的に、全国の皆様から寄せられた
赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」を基に広く助成を実施してまいりました。こ
のたび、応募受付終了日よりも前ではありますが、予定していました助成総額の1億円に達しましたの
で、応募受付を終了いたしました。たくさんのご応募ありがとうございました。

平成 25年度 赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」
住民支え合い活動助成事業の応募受付終了のお知らせ
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　会津盆地の中心に位置し、「会津のへそ」とも言われ
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務

局
長
は
話
し
ま
す
。

　
現
在
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
地
区
に
出
向
き
、「
認
知
症
を

流
支
援
で
は
、「
逆
に
今
の
遊
び
を
教
え

ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、心
の
元
気
に

結
び
つ
い
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。

　
村
民
に
対
し
て
は
、民
生・児
童
委

員
、保
護
司
、人
権
擁
護
委
員
な
ど
が

相
談
を
受
け
る
心
配
ご
と
相
談
事
業

や
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
日
常

生
活
を
支
援
す
る
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
と
い
っ
た
事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す

が
、利
用
者
は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

「
社
協
が
皆
さ
ん
の
福
祉
を
支
え
る
身

近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
浸
透
さ
せ
つ

つ
、事
業
の
活
発
化
を
図
り
た
い
。そ
し

て
社
協
と
い
っ
た
ら
湯
川
村
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
努
め
ま
す
」と
兼
子
事
務
局

長
。
湯
川

村
社
協
は

小
さ
く
も

大
き
な
福

祉
に
向
け

て
前
進
し

て
い
ま
す
。

「若い方に積極的に各種講座に参加
してもらい、社協を発信する機会と
したい」と兼子康弘事務局長。

「事務局は二人体制のため幅広い対
応が求められますが、他の社協とも
連携していければ」と鈴木次郎さん。

や
す
ひ
ろ

か
ね 

こ

す
ず 

き

じ 

ろ
う

学
ぶ
教
室
」を
展
開
中
で
す
。「
こ
れ
ら
を

活
用
し
な
が
ら
社
協
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、〝
誰
も
が
安
心
し
て
住
め
る
村
〞に

結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
湯
川
村
社
協
の
第
2
の
重
点
事
業

は
、災
害
に
備
え
た
体
制
の
整
備
で
す
。

「
東
日
本
大
震
災
時
、湯
川
村
に
は
相

双
地
区
か
ら
1
６
0
人
ほ
ど
が
避
難

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
、大
勢
の

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
体
制
が
整
っ
て

お
ら
ず
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ
き

か
苦
心
し
ま
し
た
。今
後
、村
の
防
災

計
画
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
方

を
見
直
し
て
い
け
れ
ば
」と
兼
子
事
務

局
長
は
見
据
え
ま
す
。

　
湯
川
村
社
協
が
運
営
す
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
活
動
は
、こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

が
中
心
で
し
た
。4
年
前
か
ら
は
保
健

師
を
交
え
た
体
力
測
定
会
を
年
2
回

実
施
し
、握
力
測
定
、開
眼
片
足
立
ち

な
ど
で
自
分
の
体
力
を
確
認
し
て
、体

力
の
維
持・向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

「
以
前
の
自
分
や
友
達
の
記
録
と
比
べ

合
う
こ
と
で
、良
い
励
み
に
な
る
よ
う

で
す
」と
事
務
員
の
鈴
木
次
郎
さ
ん
。ま

た
、老
人
ク
ラ
ブ
が
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
お
手
玉
や
あ
や
と

り
な
ど
昔
の
遊
び
を
教
え
る
子
育
て
交

1 2 防災訓練で講座を受ける村民の皆さん。デイサービス利用者への支援の仕方も実技
で学んでもらいました。 3 上体起こしや障害物歩行などを行う老人クラブの体力測定会。
さて結果は？4老人クラブの子育て交流支援。輪投げなど昔の遊びで交流しました。

1 2
3 4

湯川村社協の皆さん。
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　会社（人間）の寿命（一生）は、良いときもあれば悪いときもあって当然で、社会を構
成する一員（一人）として、普段からどんな取り組み（生き方）をするのか、そんなことを
考えた特集でした。
　本当の勝負師は、自分の手元だけでなく大きな流れを常に見つめ、わざと負けをつ
くったり、人に施す（恵み与える）こともあるそうです。
　みなさま良いお年をお迎えくださいませ。

はとふるちゃん 地域福祉課　齋藤 奈緒
さいとう  な　お

編 集
後 記

県社協 人材研修課 福祉人材センター／メール jinzai＠fukushimakenshakyo.or.jp
TEL（024）521-5662　FAX（024）521-5663

会津若松市
社会福祉協議会

6日（月）
南相馬市

原町区福祉会館

16日（木）
いわき市

社会福祉センター

8日（水）
郡山市

総合福祉センター

27日（月）

★ネット紹介システム（インターネット求人登録）は、
http://www.fukushimakenshakyo.or.jp の福祉人材センターホームページからアクセス！

〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉

●相談無料　事前に予約が必要です。
●随時、お仕事の相談を受け付けており
ます。上記以外にも県内各地で相談
会を開催しておりますので、お気軽
にご連絡ください。

県社協 人材研修課　
母子家庭等就業・自立支援センター
TEL（024）521-5699　
FAX（024）521-5663 
メール boshi@fukushimakenshakyo.or.jp

8日（水） 22日（水） 23日（木）
須賀川市

県中保健福祉事務所
南相馬市

相双保健福祉事務所
福島市

県総合社会福祉センター

月の「福祉の仕事相談会」月の「福祉の仕事相談会」

〈相談受付時間 午前10時～午後3時（全会場共通）〉
月の「就職相談会」月の「就職相談会」
母子家庭等就業・自立支援センター

東日本大震災を経てお世話になった方への『ありがとう』の気持ちを、ぜひお寄せください。
投稿方法など詳細は県社協ホームページをご覧ください。
http://fukushimakenshakyo.or.jp/thankyou/oubo.html

11

11
福祉の求人、求職は福祉人材センターへ

ひとり親のみなさんの就業を応援します

福島県社協　ふくしまからありがとう 検索

災後、一番感謝の気持ちを伝えたいのは津波
で亡くなった女房です。家内の遺骨は放射能で持ってくることができない

ためまだ浪江の部屋にありますが、毎日語りかけています。
　被災してから感謝の気持ちが込み上げる場面はたくさんあります。人に親切
にされる度、俺は1人じゃないと思えました。
　津波で流され裸で櫓の上にいたところを迎えに来てくれた兄貴。娘のところ
に身を寄せようにも、飛行機も全て止まっていた須賀川の空港ロビーで塩原か
らタクシーがでるという情報を教えてくれた青年。瓦礫の上を裸足で逃げたた
め釘が刺さった足の治療を迅速にしてくれた横浜の病院スタッフ。津波でなく
した免許証を最優先で再発行してくれた神奈川の免許センターや、携帯電話を
無償交換してくれた携帯ショップ。
　4 月 14 日、遺体捜査が入った浪江町で妻を探すため、飛んで帰った二本松市
では、復興作業員の宿泊で二本松駅周辺のホテルは全て満室…しかし1部屋空け
て、途方に暮れていた私を無償で泊めてくれた、ある宿の女将さんと旦那さん。
二本松から浪江までの長距離を「代金はいらない」とメーターを0にしてくれた
タクシー運転手。暑さのため遺体が臭う中、遺体捜査をしてくれた若い警察官。
そして6月、家内の遺体が見つかり、快く供養してくれたお寺の住職…。
　人間はこういうときに思いやりをひしひしと感じます。常に感謝。“ありがとう”
という言葉を忘れてはいけません。仮設住宅の人々はお互いに“ありがとう”
と言い合っているから明るく前を向いていられるのです。

震
塩沢農村広場応急仮設住宅
自治会長　熊川 勝（二本松市）　

たくさんの
“ありがとう”を
伝えたい

ハガキにパズルの答えと ①住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号、業種 ②本誌に対するご意見、ご感想、ご
要望 を全てご記入の上、下記までご応募ください。 
平成26年1月15日㈬
〒960-8141 福島市渡利字七社宮111
社会福祉法人 福島県社会福祉協議会
「はあとふる・ふくしまパズル係」

※ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。

応募
方法

締切

宛先

今月の正解者の中から
抽選で３名の方に、ＮＰＯ
法人ひろせ（伊達市）の
「ポンせんべい詰め合わ
せ」をプレゼントいたしま
す。なお、当選者の発表
は商品の発送をもってか
えさせていただきます。

「太陽光（タイヨウコウ）」10月号の正解
多数のご応募ありがとうございました。

●全部できたら二重ワクの7文字をABC順に読んでいくと、それが答えです。

正解者から抽選で3名に
「ポンせんべい詰め合わせ」
が当たる！

クロス
ワードに
チャレンジ！

AA BB CC DD EE FF GG

❶
❷
❸
❹
❺
❼
❾
12
13
15
16
18

➡ヨコのカギ
もち米でないお米
空想科学。サイエンスフィクションの略
八方塞がりで孤立無援な様子を表す四字熟語
三人称のひとつ。振り返れば○○がいる
「薬缶」を英語で言うと？
お正月には凧上げてコレを回して遊びましょ
じぶんの町を良くするしくみ。共同募金のシンボル
春には町のHPで夜の森の桜を配信しています
花が丸ごと落ちるので、お見舞いには不向きな花
⇔冬
機械設備。○○○産業、制御○○○、加速○○○
♪お手々つないで～の曲名は「○○が鳴る」

❶
❸
❻
❼
❽
10
11
14
17
19
20
21

⬇タテのカギ
不忍池、アメ横、動物園、西郷隆盛像
西日本の正月はブリ、東日本は新巻のコレ
歴代流行語トップ10に選出「亭主元気で○○がいい」
「彗星」を英語で言うと？
Jリーグの代表者
優→良→可→○○
⇔中
麦のこうじで作った味噌
芸術は○○○○だ !!
将棋で自分のコレを取られたら負け
嫁入りの日は天気雨になるという動物
酪農が盛んな、帯広や足寄がある北海道の道東エリア

FF AA

GG

DD

BB

CCEE

11

22

44

55

33

66

77

88

99

1313

1010

1111

1212

1414

1515

111717

1818

1919

1616

2020

2121
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い い よき だき り ♪長寿

木き

む

ら村 

悦え

つ

こ子
さ
ん

（
70
歳
）　
福
島
市

　

　
今
月
号
は
、
伊
達
市
お
よ
び
福
島
市
で

そ
れ
ぞ
れ
元
気
に
活
躍
す
る
方
々
を
紹
介

し
ま
す
。

毎
朝
欠
か
さ
ず
、

体
操
で
健
康
づ
く
り

　
伊
達
市
の
伊
達
東
仮
設
住
宅
で
は
、
福

島
第
一
原
発
事
故
に
よ
り
全
村
避
難
と

な
っ
て
い
る
飯
舘
村
の
人
々
が
生
活
し
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
世
帯
で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
は
毎
朝
広
場
に
集
ま
り
元

気
よ
く
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
５
、６
人
の
仲
間
と
始
め
ま
し

た
が
、
段
々
と
増
え
て
今
で
は
30
人
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、「
伊
達
東

仮
設
住
宅
み
ん
な
で
や
ろ
う
ラ
ジ
オ
体
操

友
の
会
」（
以
下
、
友
の
会
）
代
表
の
上う

え
だ田

哲て
つ
お夫
さ
ん
（
70
歳
）。
飯
舘
村
で
は
元
々
の

地
区
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
避
難
が
で
き
ず
、

伊
達
東
仮
設
住
宅
も
草
野
地
区
・
前
田
地

区
を
中
心
と
し
た
様
々
な
地
区
か
ら
の
集

ま
り
で
す
。
こ
こ
に
来
て
初
め
て
顔
を
合

わ
せ
た
方
々
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
上
田
さ

ん
た
ち
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
い
と
自

主
的
に
集
ま
り
だ
し
、
毎
朝
の
日
課
と
し

て
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

様
々
な
工
夫
で

住
民
ど
う
し
の
交
流
の
場
に

　
友
の
会
で
行
う
体
操
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。
当
初
は
ラ
ジ
オ
体
操
が
基
本
で
し

た
が
、
運
動
指
導
に
訪
れ
た
専
門
家
の
協

力
で
「
三
百
六
十
五
歩
の
マ
ー
チ
」
に
乗

せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
が
新
た
に
創
ら

れ
、
現
在
は
こ
の
２
つ
に
毎
日
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
年
に
一
度
イ
ベ
ン

ト
を
開
き
、
早
起
き
し
て
体
操
に
取
り
組

ん
だ
参
加
者
に
景
品
を
贈
呈
し
て
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
工
夫
を
凝
ら

し
た
様
々
な
取
り
組
み
が
継
続
に
つ
な
が

り
、
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に

も
一
役
買
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
つ
こ
つ
と
続
け
て
い
き
た
い

　

避
難
し
た
若
い
人
々
は
特
に
民
間
ア

パ
ー
ト
等
の
い
わ
ゆ
る
借
上
げ
住
宅
な
ど

へ
の
入
居
が
多
く
、
仮
設
住
宅
で
は
高
齢

者
世
帯
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

友
の
会
の
平
均
年
齢
も
70
歳
を
超
え
ま
す

が
、
メ
ン
バ
ー
は
１
日
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

毎
朝
の
時
間
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
中

に
は
毎
朝
椅
子
を
準
備
し
て
自
分
の
体
調

に
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
メ
ン
バ
ー

も
い
る
と
い
い
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
で
の
避
難
生
活
と
い
う
特
殊

な
環
境
の
中
、
友
の
会
の
活
動
は
、
日
々

の
生
活
を
元
気
で
健
康
に
過
ご
し
て
い
く

た
め
の
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
こ

れ
か
ら
も
こ
つ
こ
つ
と
毎
日
続
け
て
い
き
た

い
」
と
、
上
田
さ
ん
は
今
後
の
目
標
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

社
会
活
動
で
地
域
に
恩
返
し
を

　
木
村
さ
ん
は
福
島
市
吉よ

し
い
だ

井
田
地
区
で
生

ま
れ
育
ち
ま
し
た
が
、
現
役
時
代
は
小
学

校
教
員
を
務
め
、
長
年
に
わ
た
り
地
元
を

離
れ
た
場
所
で
教
鞭
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

教
職
一
筋
だ
っ
た
木
村
さ
ん
の
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
の
は
、
自
身
の
母
親
の
介
護
。

当
時
は
定
年
間
近
で
し
た
が
、
退
職
し
て

地
元
に
戻
り
懸
命
に
介
護
を
続
け
る
中
で
、

多
く
の
福
祉
関
係
者
や
高
齢
者
な
ど
様
々

な
人
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
と
つ
な

が
っ
て
、「
生
活
す
る
地
域
の
こ
と
を
も
っ

と
知
り
、
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
」
と

様
々
な
活
動
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
、
現

在
ま
で
積
極
的
に
続
け
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

幅
広
い
活
動
に
ま
い
進

　
木
村
さ
ん
は
、
常
に
社
会
と
の
関
わ
り

や
社
会
貢
献
を
念
頭
に
お
き
、
人
と
の
つ

 

活
動
内
容

○
福
島
市
女
性
教
育
指
導
員
（
平
成
17
年
〜
23
年
）

○
吉
井
田
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
審
議
委
員
（
平
成
21
年
〜
）

○
吉
井
田
歴
史
愛
好
会
（
平
成
８
年
発
足
）
副
会
長

○
吉
井
田
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
平
成
17
年
発
足
）
会
長

元気
高齢者
発信

代表の上田哲夫さん（右）とメンバーの皆さん。
女性メンバーが多いそうです。

毎朝６時30分から７時まで元気よく体操に励ん
でいます。

伊
達
東
仮
設
住
宅

み
ん
な
で
や
ろ
う
ラ
ジ
オ
体
操
友
の
会

　
伊
達
市
伏
黒

 

活
動
内
容

○
健
康
づ
く
り
活
動

（
ラ
ジ
オ
体
操
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
体
操
）
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い い よき だき り ♪長寿

認知症コールセンターからのお知らせ

相談・予約先
県社協　いきいき長寿課
認知症コールセンター

TEL（024)522-1122

電話相談 月曜日〜金曜日　午前10時〜午後4時

平成26年 1月・2月
の面接相談

1月9日㈭・24日㈮　2月13日㈭・28日㈮
午後1時〜午後4時 ※要予約

相談は無料です。どなたでもご相談ください。※祝祭日は休み

相談・
予約先

県社協 いきいき長寿課 高齢者総合相談センター 〒960-8141 福島市渡利字七社宮111（福島県総合社会福祉センター３階）
TEL（024）524-2225　 メール choju@fukushimakenshakyo.or.jp

相談は無料です。来所、電話、手紙、メールでどなたでもご相談ください。

平成26年 1月・2月の相談日のお知らせ
相談種別 相談員

相談日
時間

平成26年 1月  2月

専
門
相
談

年金・保険 社会保険労務士 月 6 日 3 日
午後１時３０分〜午後３時３０分

※専門相談は要予約法　律 弁護士 火 7 日・14 日・21日 4 日・18 日・25 日

税　金 税理士 水 8 日 5 日

一般相談 センター相談員 月曜日〜金曜日 ※祝祭日は休み 午前9時〜午後5時

な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
吉
井
田
歴
史
愛
好
会
で
は
、
吉
井
田
地

区
を
は
じ
め
福
島
県
内
外
に
も
出
向
き
、
歴

史
の
学
習
や
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
副
会

長
の
木
村
さ
ん
は
、
会
報
の
作
成
や
地
域

の
文
化
祭
へ
の
展
示
物
作
成
な
ど
に
中
心
と

な
っ
て
取
り
組
み
、
活
動
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。
特
に
地
元
の
歴
史
を
研
究
す
る
と
き

は
、
先
輩
で
あ
る
地
域
の
高
齢
者
の
話
を
熱

心
に
伺
い
、「
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
何
よ
り
も
う
れ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
３
期
６
年
を
勤
め
た
福
島
市
女
性
教
育

指
導
員
で
は
、「
吉
井
田
女
性
ス
ク
ー
ル
」

の
指
導
者
と
し
て
「
衣い

の
も
っ
た
い
な
い
学

習
」
を
推
進
し
、
い
ら
な
く
な
っ
た
傘
や
風

呂
敷
、
帯
な
ど
で
エ
コ
バ
ッ
グ
や
草
履
、
吊

る
し
雛
の
作
成
を
指
導
。
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
外
国
に
住
む
子
ど
も
達
に
作
品
を

贈
り
大
変
喜
ば
れ
、
国
際
交
流
に
も
一
役
買

い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
17
年
に
は
、
歌
に
取
り
組

む
団
体
が
な
か
っ
た
吉
井
田
地
区
に
「
吉
井

田
コ
ー
ラ
ス
教
室
」
を
設
立
。
定
期
的
に
楽

し
く
練
習
に
励
む
と
と
も
に
、
毎
年
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
郷
土
ゆ
か
り
の
音
楽
家
の
功
績
を

学
ぶ
集
い
を
開
き
、
地
区
内
外
か
ら
多
く
の

参
加
者
を
動
員
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
き
出
会
い
を

　
前
述
し
た
活
動
の
他
に
も
様
々
な
こ
と
に

興
味
が
あ
り
、
水
墨
画
や
習
字
、
講
演
会

の
聴
講
や
遠
く
へ
の
旅
行
も
好
き
だ
と
い
う

木
村
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
で「
人
は
皆
、

師
で
あ
る
」
と
強
く
感
じ
、
た
く
さ
ん
の
よ

き
出
会
い
を
重
ね
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

き
た
と
い
い
ま
す
。
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
も

や
り
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
」
と
し
て
、

健
康
に
気
を
つ
け
な
が
ら
よ
き
出
会
い
を
し

て
学
び
、
精
一
杯
心
を
込
め
て
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
今
後
の
目
標

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高齢者総合相談センターからのお知らせ

吉
井
田
地
区
に
つ
い
て
ま
と
め
た
展
示
物
。

木
村
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

傘
で
作
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
と
不
要
な
衣
類
で
作
っ
た
草
履
。


